
第1号様式

入出港届
GENERAL DECLARATION 

「到着
Arrival 

「間発
Dcparturc 

1.船舶の名称、種類及び信号符字 2.到着港/出発港 3.到着日時/出発日時
Name， Typc and Call Sign ofship Port of arrivalldcparturc Dat巴ーtimcof arrival /dcparturc 

4.船舶の国籍 5.船長の氏名 6.前寄港地/次寄港地
Nationa1ity ofship Namc ofMastcr Port arrived fromlPort of destination 

7 船籍港、登録年月日※及び船舶番号 8.船舶の代理人の氏名又は名称及び内所
Ccrtificate of rcgistry (Port; Datc※; Numbcr) Namc and addrcss ofship's agcnt 

9 総トン数 10 純トン数
Gross tonnage Nct tonnagc 

船舶の運航者の氏名又は名称及び(下一所
Namc and addrcss ofship's Operator 

11.港における船舶の位置(停泊地)
Position of thc ship in thc port (berth or station) 

12.航海に関する簡潔な細日(寄港地及び寄港予定地。積載されたままの貨物が街錫げされる予定の港に下線を付す。)
Bricfparticulars ofvoyage (prcvious and subscqucnt ports of call; undcrlinc wherc rcmaining cargo will bc dischargcd) 

13.貨物に関する簡潔な記述
Bricf dcscription of thc cargo 

14.乗組員の数(船長を含む。) 15 旅客の数 16.備考
Numbcrofcrew(incl. master) Numbcr of passcngers Rcmarks 

添付書類の枚数※
Attachcd documcnt※ 
(Indicatc numbcr of copics) 

17.積街目録 18.船用品目録
Cargo Dcc1aration Ship 's Storcs Dcc1aration 

19乗組員名簿 20目旅客名簿 21.日付及び船長又は委任を党けた代理人若しくは船舶の
Crcw List Passcnger List 職員による署名

Datc and signaturc by master， authorizcd agcnt or 0行iccr

22.乗組員携帯品申告書 23.検疫明告書
Crcw's Effects Declaration Maritimc Dcc1aration of Hcalth 

当局記入欄 Foroffic凶 usc

24内航船舶口

(注) 1 ※の付されている項目については、記入不要。
2 傷病者を緊急の治燥のために上陸させる目的で寄港し、直ちに開発する意図を有する船舶については、 8欄のうちI船舶
の運航者の氏名又は名称及び作所」の記入不要。
3 24.欄には、内航船舶に該当すーる場合のみチェックを付すこι

Notc 1 [t is not ncccssary to fil1 in thc itcm markcd “※" 
2 With regard to ships calling at ports in ordcr to put ashorc sick or injurcd pcrsons for cmcrgcncy mcdical trcatment and intcnding to leavc 
again immcdiatcly， it is not ncccssary 10 fil1 in“Namc and addrcss ofship's Opcrator" ofthc column “8" 

備与 用紙の大きさは、日本J二業規栴A列4香とすること。

49 



入出港届記載要領

(第 l号様式)

|入出港届の様式につい寸
l.本様式への記載は、同様式の注意書き及び本記載要領に従い行なってください。
2.木様式を入港届として使用する場合は「到着」欄に、出港届として使用する場合は「出発」欄に、入出港届として使用する場合は
「到着J欄及び「間発J欄に、チェックしてください。

様式の各項目の記載方法につい廿
l.船舶の名称、種類及び信号符字
船舶の種類については、「貨物船、コンテナ船、貨客船、客船、油槽船、漁船、その他」の種別を記載してください。
2.到着港/間発港
入港届として使用するときは、「到着港」を、同港届として使用するときは「出発港」を記載してください。
3.到着日時/出発日時
入港届として使用するときは、「到着目時」を、出港届として使用するときは「出発日時Jを、入間港届として使用するときは「到着目
時J及び「出発日時」を、記載してください。
到着目時については、高f下時自が港内にびょう泊した日時又は係惰した日時のいずれか早い方の日時を記載してください。

6.前寄港地/次寄港地
入港届として使用するときは、「前寄港地Jを、出港届として使用するときは「次寄港地」を、入出港届として使用するときは「前寄港
地」及び「次寄港地」を、記載してください0
7船籍港、登録年月日及び船舶香号
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第 2号様式

入出港届省略許可申請書

年 月 日

港長殿

申詰者所属・氏名 n
Hド
戸
↑

船舶の名称

船舶の種類

信号符字又は

船舶番号

船舶の国籍
予定到着目時

/出発日時

船長の氏名

総、 卜 ン数

乗組員の数

(船長を含む。)

港における船 自 月 日

舶の位置 省 略 期 問

(停泊地) 至 月 日

船舶の代理人

の氏名又は

名称及び住所

主な航行海域

(航行経路)

貨物に関する

簡潔な記述
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(第2号様式)

注意

1 申請者の所属、氏名を記載し、押印することに代えて署名することができる。

2 申請者が船長の場合は「船長の氏名」の記載を要しない。

3 I船舶の代理人の氏名又は名称及び住所」の欄には、代理屈が設定されている場合は代

理屈の名称、住所及び電話番号を、また、代理屈が設定されていない場合は運航者の名称、

及び住所を記載すること。

4 予定到着日時/出発日時が当該欄に記載できない場合は、別紙に記載して添付すること。

5 省略期間は、原則として 1ヶ月以内の期限に限って申請すること。

6 申請書は、 1通提出すること。
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第3号様式

錨地・停泊場所指定願、移動・危険物術役許υJ申請書

年 片 日
港長殿

申請者所属・氏名 l
 

r
ド

[共通項白]

船舶の名称
信号符字又は

船舶番巳

船舶の国籍 船舶の種類 総トン数 トン

船舶の全長 m 最大喫水 m cm 重量トン数 トン

船舶の代理人の官| 船長の氏名
又は名称及びft

品名・等級・国連番号・容器等級.51火点(密閉式による摂氏) こん包の数 正味重量
船内の

積付枕置

入港時

危

険

物
，t青
報

出港時

※「危険物情報」は、記載に代えて、「危険物積街目録 (FAL様式7)Jを提附しでも差し支えない。

[錨地・停泊場所指定願を行う際に記載】

錨l泊・停泊目的 月 日 日寺 分から

希望停泊場所 月 日 時 分まで

※同地停問」

[移動許可申請を行う際に記載]

移動予定日時 月 日 s;'f 分 移動理由

時動前 移動後停泊 月 日 時 分から

停泊場所 ー弱J後 予定期間 片 日 s;'f 分まで

載一記一際一
λ
ノ一
一丁一を一

主
円
一

由
中
一可寸

許
一
所

側
一
場

酬
一
泊

危
一
停

停泊期間
月

月

日

日

時

時

分から

分まで

侍役業者名

f苛役期間
片

月

日

日

s;'f 

時

分から

分まで

53 



(第 3~.様式)

注意

1 この様式は、次の用途に使用できる。

港貝Ij法第 5条第 2項又は第 3項の規定による錨地指定の申請

同法第 22条の規定による危険物積載船舶の停泊場所指定の申請

同法第 7条第 l項の規定による移動許可申請

同法第 7条第 2項の規定による移動届

同法第 23条第 1項の規定による危険物荷役許可申請

2 用途により、表題中不要の文字を削り、各欄の記載事項はそれぞれの用途に応じて記載すること。

3 申請者の氏名を記載し、押印することに代えて署名することができる。

4 I最大喫水」の欄には、停泊期間中の最大喫水を記載すること。

5 申請者が船長の場合は「船長の氏名」の記載を要しない。

6 I船舶の代理人の氏名又は名称、及び住所」の欄には、代理屈が設定されている場合は代理屈の名称、作所及び電話香

号を、また、代理屈が設定されていない場合は運航者の名称及び作所を記載すること。

7 I停泊場所」の欄には、「岸壁又は錨地の名称」若しくは「岸壁又は錨地コード」を記載すること。

8 ※欄には記載しないこと。

9 弾薬及び火工品については、薬量が判明しているときは、正味重量の下に( )を付して薬量を記載すること。

10 停泊場所指定願及び移動許可申請のみの申請を行う場合は、「危険物情報」の「入港時」の欄に、積載している危険

物の情報を記載すること。

11 危険物荷役許可申請を含む申請を行う場合は、入港時の「危険物情報」には、「荷卸しする危険物」、「その他の危険

物j に区分し、出港時の危険物情報には、「積込む危険物」、「何繰する危険物Jを記入するこど。この場合、待役しな

い「その他の危険物」については、「船舶の積付位置」の欄に、その開放、非開放の別も記入すること。なお、「開放」

とは、当該危険物の腸街をする場合を除き、開放された場所に危険物を積載している場合又は危険物を積載しである船

倉若しくは区画を開放する場合をいい、「非開放」とは、危険物を積載しである船倉又は区画を開放しない場合をいう。

12 I術役情報j は荷役関係者が記入のこと。

13 I危険物情報Jの欄中「等級」とは、火薬類等級1. 1、火薬類等級 1. 2、火薬類等級 1. 3、火薬類等級 1. 4、

火薬類等級 1. 5、火薬類等級 1. 6、有機過酸化物(爆発物)、づ|火性高圧ガス、非引火性非毒性高圧ガス、毒性高

圧ガス、づ|火性液体類(容器等級 1)、ヲ|火性液体類(容器等級II)、ヲ|火性液体類(容器等級UI)、日J燃性物質、向然

発火性物質、水反応可燃性物質、酸化性物質、有機過酸化物(爆発物を除く。)、毒物、放射性物質等第 1積、放射性物

質等第 2種、放射性物質等第3種、腐食性物質、有害性物質又はその他の別をいう。また、「国連番号」が無い危険物

については、危険物コード (MSコード)を記載し、「容器等級Jについては引火性液体類のみ記載すること。

14 I危険物情報」は、記載に代えて、「危険物積待目録 (FAL様式7)Jを提出しても差し支えない。なお、 FAL様式7

については、港長窓口でも入子可能であるc

15 I危険物情報」の欄に記載を要しない場合は、同欄に「無し」の記載又は斜線をヲ|く等該当が無い旨わかるようにし

ておくこと。

16 移動屈として使用する際は、表題を訂正の上、移動許可申請と同様の項目に記入すること。

17 申請書等は、 1通提出すること。

18 許可書又はその写しを、許可を受けた行為の行われている現場に携行すること。
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第4号様式

係留施設使用届

年 月 日

港長殿

届出者所属・氏名 n
uド
「
↑
」
I

船 舶の名称

船舶の国籍 船舶の種類

船舶の全長 ロ1 総トン数 トン

重量トン数 トン 最大喫水 m cm  

船舶の代理人

の氏名又は名

称及び住所

係留施設の名 白 月 日 時 分
係留期間

称又は場所
至 月 日 時 分

種 類 数 量

主な揚荷

種 類 数 量

主な積荷

55 



(第4号様式)

注意

1 届出者の氏名を記載し、押印することに代えて署名することができる。

2 I船舶の代理人の氏名又は名称及び住所」の欄には、代理屈が設定されている場合は代

理屈の名称、住所及び電話番号を、また、代理屈が設定されていない場合は運航者の名称

及び住所を記載すること。

3 届書は、 1通提出すること。
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第5号様式

係留施設使用届省略許可申請書

年 月 日

港長殿

申請者所属・氏名 円
川
ド

にト

1 係留施設の名称又は場所

2 係留施設使用届省略期間

自

至

月

月

日

日

3 係留の用に供する船舶の要目

船舶の名称 船舶の種類 総トン数 重量トン数 船舶の全長 最大喫水 l
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(第5号様式)

任意

1 申請者の氏名を記載し、押印することに代えて署名することができる。

2 省略期間は、原則として 1ヵ月以内の期限を限って申請すること。

3 申請書は、 1通提出すること。
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第6号様式

修繕 係、 船 届

年 月 日

港長殿

届出者所属・氏名 ーーにト

船舶の名称 船舶の種類

船舶の国籍 高色 ト ン数 トン

船舶の全長 日1 最大喫水 ロ1 cm  

船舶の代理人の氏名

又は名称及び住所

自 年 月 日
修繕・係船中

修繕・係船期間
の停泊場所

至 年 月 日

主要修繕箇所・係

船理由及び方法

乗組員の数
修繕・係船中

の乗組員の数

事故防止措置

※指定停泊場所
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(第6号様式)

注意

1 この様式は、次の用途に使用できる。

修繕届

係船届

2 用途により、表題中不要の文字を削り、各欄の記載事項はそれぞれの用途に応じて記載

すること。

3 届出者の氏名を記載し、押印することに代えて署名することができる。

また、船主以外の者が船主の代理人として届け出る場合には、船主の氏名を記載し、その

下にその者の所属氏名を記載し、押印するか又は所属を記載し署名すること。

4 I船舶の代理人の氏名又は名称及び住所j の欄には、代理屈が設定されている場合は代

理屈の名称、住所及び電話番号を、また、代理屈が設定されていない場合は運航者の名称

及び住所を記載すること。

5 届書は、 1通提出すること 0

6 ※の欄は記載しないこと。
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第 7号様式

危険物運搬許可申請書

年 月 日

港長殿

申請者所属・氏名 円
川
ド
C
卜

信号符宇又は
船舶の名称

船舶番号

船舶の種類 総トン数 トン 重量トン数 トン

船舶の全長 m 最大喫水 m cm  船長の氏名

船舶の代理人の氏名

又は名称及び住所

こん包 正 味 船 内 σ〉
品名・等級・国連番号・容器等級・引火点(密閉式による摂氏)

危
σコ 数 重 量 積付位置

険

物

情

幸日

運搬業者名 |荷役業者名

白 月 日 時 分 荷 自 月 日 時 分
積込

運搬期間 役 至 月 日 時 分

及び回数 至 月 日 時 分 期 白 月 日 時 分

回
荷卸

間 至 月 日 時 分

場 所 岸壁又は錨地コード

自

運搬区間
至

経路
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(第7号様式)

注意

1 申請者の所属、氏名を記載し、押印することに代えて署名することができる。

2 申請者が船長の場合は「船長の氏名」の記載を要しない。

3 I船舶の代理人の氏名又は名称及び住所」の欄には、代理匝が設定されている場合は代理屈の名

称、住所及び電話番号を、また、代理屈が設定されていない場合は運航者の名称及び住所を記載す

ること。

4 弾薬及び火工品については、薬量が判明しているときは、正味重量の下に( )を付して薬量を

記載すること。

5 運搬時の「危険物情報」には、「荷役する危険物」、「その他の危険物」に区分し記入すること。こ

の場合、荷役しない「その他の危険物」については、「船舶の積付位置」の欄に、その開放、非開放

の別も記入すること。なお、「開放Jとは，当該危険物の揚荷をする場合を除き，開放された場所に

危険物を積載している場合又は危険物を積載しである船倉若しくは区画を開放する場合をいい I非

開放」とは，危険物を積載しである船倉又は区画を開放しない場合をいう。

6 I危険物情報」の欄中「等級Jとは、火薬類等級 1. 1、火薬類等級 1. 2、火薬類等級 1. 3、

火薬類等級 1. 4、火薬類等級 1. 5、火薬類等級 1. 6、有機過酸化物(爆発物)、引火性高圧ガ

ス、非引火性非毒性高圧ガス、毒性高圧ガス、引火性液体類(容器等級 1)、引火性液体類(容器等

級II)、引火性液体類(容器等級III)、可燃性物質、自然発火性物質、水反応可燃性物質、酸化性物

質、有機過酸化物(爆発物を除く。)、毒物、放射性物質等第 1種、放射性物質等第2種、放射性物

質等第3種、腐食性物質、有吉性物質又はその他の別をいう。また、「国連番号Jが無い危険物につ

いては、危険物コード (MSコード)を記載し、「容器等級」については引火性液体類のみ記載するこ

と。

7 申請書等は、 1通提出すること。

8 許可書又はその写しを、許可を受けた行為の行われている現場に携行すること。
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第8号様式

私設信号使用許可申請書

年 月 日

港長 殿

(特定港以外の港にあっては、管轄の海上保安監部長又は海上保安部長あて)

申請者所属・氏名 円
け
い
に
ト

1目的

2 信号を発する場所

3方法

4内容

信
仁1

干王 文 応答信号

5 使用期間

6 そ 。〉 他

(係留施設の使用に関する信号の場合は、係船浮標については、海図上の著名物標からの

方位・距離、係、船岸壁等の場合は、所在地“図面添付"を記載すること。)
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(第8号様式)

注意

1 申請者の氏名を記載し、押印することに代えて署名することができる。

2 申請書は、 1通提出すること。
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第 9号様式

(工事・作業又は行事)許可申詰書

年 月 日

港長 殿

(特定港以外の港にあっては、管轄の海上保安監部長又は海上保安部長あて)

申請者所属・氏名 l
 

r↑
」
「

1 目的及び種類

2 期間及び時間

3 区域又は場所

(区域を示す図面を添付すること。)

4 方法

(火薬類を使用する場合は、その旨明記すること。)

5 その他

(標識、警戒要領その他船舶に対する事故防止措置等について記載すること。)
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(第9号様式)

注意

1 この様式は、次の用途に使用できる。

工事又は作業許可申詰書

行事許可申請書

2 用途により、表題中不要の文字を削ること。

3 申請者の氏名を記載し、押印することに代えて署名することができる0

4 申請書は、 1通提出すること。

5 許可書又はその写しを、許可を受けた行為の行われている現場に携行すること。
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第 10号様式

進水 入出渠届

年 月 日

港長殿

届出者所属・氏名 H
Hい
に
↑

船舶の名称

船舶の国籍 総トン数

最大喫水 日1 cm  船舶の全長

船舶の代理人の氏名

又は名称及び住所

入渠目的 現在の港にお

ける船舶の位

入渠日時 月 日 時 分 置(停泊地)

船渠 出渠・進水後

の名称

船台 の停泊場所

出渠 月 日 船台下端から約

日 時 進水距離

進水 時 分 m 
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(第 10号様式)

注意

1 この様式は、次の用途に使用できる。

進水届

入渠届

出渠届

入出渠届

2 用途により、表題中不要の文字を削り、各欄の記載事項はそれぞれの用途に応じて記載

すること。

3 届出者は氏名を記載し、押印することに代えて署名することができる。

4 I船舶の代理人の氏名又は名称及び住所」の欄には、代理屈が設定されている場合は代

理屈の名称、住所及び電話番号を、また、代理屈が設定されていない場合は運航者の名称

及び住所を記載すること。

5 届書は、 1通提出すること。
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第 11号様式

竹木材水上荷卸・筏運行・係留許可申請書

年 月 日

港長 殿

申請者所属・氏名 ドぃ
b

荷
船舶の名称 港における

卸
船舶の位置

船

時白
総トン数 トン (停泊地)

貨物の種類

及び数量

荷 王 名

筏運行の目的 荷卸 白 月 日 時 分

期間

引船の名称 運行 至 月 日 時 分

筏の大きさ
白

及 び 数

運行区間
至

1回に曳航する (図面添付)

枚数及び全長
経路

筏係留の目的

自 月 日 係留場所

時 分 及び方法

係留期間 (図面添付)

至 月 日

時 分
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(第 11号様式)

注意

1 この様式は、次の用途に使用できる。

竹木材水上荷卸許可申請書

筏運行許可申請書

筏係留許可申請書

竹木材水上荷卸、筏運行許可申請書

筏運行、係留許可申請書

竹木材水上荷卸、筏運行、係留許可申請書

2 用途により、表題中不要の文字を削り、各欄の記載事項はそれぞれの用途に応じて記載

すること。

3 申請者は氏名を記載し、押印することに代えて署名することができる0

4 申請書は、 1通提出すること。

5 許可書又はその写しを、許可を受けた行為の行われている現場に携行すること。
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港内工事・作業内容変更許可申請書

年 月 日

港長 殿

(特定港以外の港にあっては、管轄の海上保安監部長又は海上保安部長あて)

申請者所属・氏名 円
日
ド
に
ト

1 目的及び種類

2 期間及び時間

3 区域又は場所

4 変更内容

5 変更理由

6 施工方法

7 その他事故防止措置等

8 前回許可

(1)許可番号

(2)期間及び時間
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港内工事・作業完了届

年 月 日

港長 殿

(特定港以外の港にあっては、管轄の海上保安監部長又は海上保安部長あて)

申請者所属・氏名
円

H
H

「
↑
「

1 工事・作業名

2 許可期間

3 区域又は場所

4 完了年月日

5 許可番号および許可年月日

6 その他特記事項
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航泊禁止区域内航行許可申請書

平成年月日

港長殿

申請者所属・氏名

目 的

港長公示番号・日付 港長公示第 号・( 年 月 日付)

航行しようとする場所

(図面添付)

自立 行 日 時 平成 年 月 日 時 分 ~ 月 日 時 分)

町古 名 . 用 途 船名 用途

総トン数・馬力 トン PS 

FA 時白 所 有 者

船長名・乗組員数 氏名

連 絡 手 段

作業内容・方法

事故防止措置等

Lーーーーー
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